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要旨
　異性を演じるため舞台上で異性の衣服を纏うことを「異性装」と
呼ぶ。慢性的に男子部員が少ない中高生の演劇部では、女子が男性
を演じる異性装は日常的に行われ受け入れられている。しかし、当
然のものと扱われているはずの異性装は大会の選考等で不利に働い
ている。近代のリアリズム演劇にとらわれた感覚がそうさせている
のだ。演劇の長い歴史から見れば、男性役は男性俳優が、女性役は
女優が、老人役は年配の俳優が、子供役は子役がといった舞台づく
りは18世紀～ 19世紀、近代のリアリズムの合理主義的な主張の中
で生まれ、100年 200年の間に浸透し定着した短い歴史にすぎない
のである。中高校演劇の発表会、大会に対する疑問を、演劇史を紐
解きつつ、特にシェイクスピアの戯曲『十二夜』の魅力を考察する
ことで、演劇において異性装を可能とする舞台芸術の魅力を解明し、
これからの演劇文化のあり方を提起する。
東洋と西洋の異性装の歴史
　日本の歌舞伎では、幕府により女性芸能者を禁止された。しかし
女役を演じる女方歌舞伎役者のひたむきな努力と芸への追求が、逆
に歌舞伎自体の芸の質、魅力を高めることとなった。幕府に規制さ
れざるを得なかった異性装が、抜け道としてではなく揺るがない個
性のひとつとして歌舞伎の中に芽生え、歌舞伎役者たちによって芸
術性を高められ、その繊細な技術は今日に到るまで300年以上続く
芸術として発展した。
　また、英国のエリザベス朝演劇では女性の代わりに変声期前の少
年が舞台に立った。姿かたちから男性俳優と決定的な差異を描き出
し、また、少年俳優が醸しだす中性的な雰囲気が、男性俳優には出
せない繊細な表現を可能にした。
　日本の歌舞伎と英国のエリザベス朝演劇。どちらも共通して言え
るのは、理由はどうであれ男性俳優が女性役を演じてきたというこ
とである。しかしそれに関して演じる側は「規制されているから、
女の代わりに仕方なく女性役を演じていた」わけではない。観客も
舞台上にいるのが男性俳優だからといって違和感を持ったり、まし
て批判したりなどしない。そして舞台上に女性がいないから仕方な
く女性に扮した男性俳優をみているわけではない。演じる側はいく
ら禁止されようとも、観客を楽しませるため手持ちの材料で創意工
夫をして舞台を上演し続ける。観客もそれをわかった上で舞台を楽
しんでいる。女性が舞台に立つことが禁止、規制されていようがい
まいが、観客にとってはどうでもいいことなのだ。劇場のその空間
の中で成立する約束事が女装した男性俳優を絶世の美女に見せるの
だ。その約束事（表現上の性別）が受け入れられれば、リアルな性
別は意味をなくすのである。
シェイクスピア『十二夜』から読み解く
「性別を越える」演出
　英国エリザベス朝時代の演劇で、男性のみが舞台に立つ習慣を逆
手に取り、斬新な演出で舞台を作ったのがウイリアム・シェイクスピ
アである。「少年俳優が女性を演じる」という従来の約束事の上に、「女
性が男性を装っている」という新しい約束事を重ねる。更に「その男
性と瓜二つの人物が現れる」という、二重三重にも重なる約束事で舞
台上に混乱を、観客に興奮と笑いを誘った。その巧みな演出と高いス
トーリー性で、現在でも国を問わず絶大な人気を博している。
　観客の立場になって考えると、当時男性俳優と少年俳優で演じら
れた『十二夜』を、現在男性俳優のみで上演するとどうしても違和
感が生じてしまう。女性オリヴィアを演じる俳優は男であり、女性
ヴァイオラが男装した姿であるシザーリオも、演じるのは男だから
である。女性のみで上演しても、オーシーノとシザーリオに違和感
が生じる。男性オーシーノを実際演じるのは女優で、またシザーリ
オは女性が男性を装っているという点で設定上正しいはずだが、女
優が男装している点ではオーシーノもシザーリオと同じであるから
だ。しかし実際に劇場で目にすると、男性のみで演じても女性のみ
で演じても特別気になることでもない。なぜなら俳優の性別によっ
てテーマやストーリーが左右されることはないからだ。
　演じる俳優が男性でも女性でも、作品のテーマやメッセージ、演
出の意図が観客に伝われば本質的には何も変わらないのである。重
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要なのは役や役者の性別でなく、演出と役者が、テーマとメッセー
ジが、なにを表現するかという軸である。
リアリズムと異性装
　様々な制約により舞台上から「女性」を取り上げられ、そのため
に舞台上で女性を完璧に写実（リアルに表現する）することは不可
能となった。しかし、なんとか舞台上に女性を表現するため、舞台
に臨む人間のあくなき探求が、実際に女性を起用するよりも効果的
で印象的な表現をもたらした。女性が舞台に立つことが最初から許
されていたら、表現の進化はある程度の段階で止まっていたのかも
しれない。規制され制限されて、そのために知恵を絞り工夫を凝ら
した結果が今日にいたる豊かな舞台表現の礎となったのだ。
　俳優自身の生身の性別を決めるのは内臓のつくりや骨格、皮一枚
といった変化のしようのない、いわば素材と呼べるものである。そ
の上で、俳優の舞台上での性別を決定づけるものは、衣装、化粧、
舞台上の約束事といった外的要因である。しかしそれ以上に重要と
なることは、内臓、骨格、衣装、舞台の約束事すべてを包容した状
態で舞台上に立ち、その上で筋が通っているかどうか、その状態が
リアルなものとして観客に伝わるかどうかである。
　表面上のリアルを追求するあまり、表面の姿に縛られて身動きが
取れない今日の中高生の舞台づくりは非常に勿体無い。俳優が舞台
上で異性を、あるいは自分の生身以外のものを装うことによって表
現される。それが舞台の上で現実のもの、リアルとなるとき、生身
の存在以上のリアリティをもって観るものの胸に迫る。それを可能
にするのが劇場という空間である。
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